
「 建 築 」 を 介 し て 、 世 界 は も っ と 美 し く 見 え る か 。

私には夢があります。

それは、いつの日か建築設計者となって、時代を超えて愛される「建築」をつくることです。本修士計画はその夢の出発地点であり、その夢を叶えるための第一歩です。

「建築」は、ただ単に人の暮らしを豊かにするための道具ではない。

時代を超えて愛される建築とは、様々な世界の変化や矛盾を受け入れ、それとの連続的な振る舞いの中にあると思う。

「建築」を介したその先の世界を思考することで、少しでも「建築」が美しいものにならないか、と一生懸命考えた。

私は世界の美しさと、ひとつの建築の力を信じている。

こんな時代だからこそ、場所やプログラムを超えてゆく「建築」の力を、もう一度、大きな声で叫びたい。
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fg.) “ Forest ”  / 対象敷地の＂森＂にて筆者が撮影した写真・季節のフィルターを介して彩られる世界

本計画は敷地および建築的プログラムを超えた提案であるが、実在するあるひとつの敷地を選定し、ケーススタディ

としての修士計画を行った。場所のポテンシャルを読み取り、プログラムを与え、その敷地にある世界を美しく見る

ための「建築」を構想していった。

敷地は東京都台東区上野。都内で有数の「生きる自然」が多く存在する場所であることに着眼し、ル・コルビュジェ

設計の国立西洋美術館と上野公園の中心である噴水広場を挟む＂森＂の中を対象敷地とした。この場所には、季節や

時間の移ろいによって感じられる美しい世界の変化がある。夏の新緑と澄んだ空気。秋には赤や黄に染まる木々の葉

たち。冬の枯れ木ごしに見る空の青も広くて気持ちがいい。

本計画は、「生きる自然」の中につくられる＂森の茶廊＂の計画である。

人々がその世界の変化を「建築」を介して経験し、また人をはじめとした多様な生物のための居場所となるような、

この場所にある「生きる自然」に付加価値を与えるような、第２の自然としての建築の在り方を一生懸命考えた。

本計画は＂敷地＂という枠組みを超えた「建築」の提案です。

私たちの周りには、美しい世界が満ちている。そしてその美しい世界は、限りなくグラ

デーショナルに変化を続けている。空の青が夕焼けの赤へと徐々に染まってゆくこと。

四季によってその姿や色を変える植物の生命力。太陽の光のあたたかさから感じる居心

地の良さと、深い闇や陰翳によって研ぎ澄まされる身体感覚など、その世界は様々だ。

いつの日にか、「建築」とそういった美しい世界との関係性は希薄なものになってしま

った。「建築」は、競うように高さを追求することで空を覆い尽くし、大地を削ること

で生命の居場所を奪い、電気の発明により永遠に消えない光を手に入れた。現代は、

便利でキレイであること、わかりやすい豊かさを追求し続けた結果、そういった世界

の変化に対する感性を失ってしまった。

そこで私は、世界の変化との連続的な振る舞いの中に、建築をつくることを考える。

本計画は、建築空間を介したその先の世界を思考するものであり、その一連の思考が

未来に向けて「建築」の価値を再定義し得ることを展望とし、本計画の主題とする。

世界を美しく見るための「建築」を設計する手掛かりとして、建築の構成要素（柱、梁、

壁、床、天井、屋根など）を解体して考えることからはじめた。

ちいさな構成要素からおおきな建築を思考することは、建築に様々なスケールの「隙間」

をつくることである。建築における「隙間」は人・自然環境・光など、様々なものが入り

込むことを許容することで建築とそれを取り巻く周縁の世界を結びつける。

構成要素の解体から得られた５つの設計言語を以下に示し、設計計画へと展開してゆく。

fg.) View from The national museum of western art (Model photo Scale=1/50) / 国立西洋美術館側より見る
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配置平面図・森の中につくられる建築構築的陰影
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「隙間」から世界を見ること

対象敷地（敷地を超えた提案のケーススタディとして）

fg.) Bird's-eye view (Model photo Scale=1/50) / 鳥瞰パース・長いアプローチと、森に浮かぶ茶廊から構成される



闇と月を魅せる「内部照明表出」

闇の深さと、そこに浮かぶ月の美しさを
顕在化させるための隙間のスタディ

fg.) Model Study 05

fg.) Study (Model photo Scale=1/50) / 1/50 模型を用いたスタディ過程

生きる自然を「フレーミング」する柱

森の風景を透過し、建築を軽やかに浮遊させる
ための隙間を生じる柱のスタディ

太陽の光を切り取る「構築的陰影」

陰影をつくることによって太陽の光を顕在化
する柱と梁の構築によるピロティ空間のスタディ

森の中に「浮遊」する建築

森の中に浮かび上がるように見せる
建築のプロポーションのスタディ

太陽の光を顕在化する「立体的ファサード」

ファサードを立体的に構築することで
太陽の光を美しく見せるためのスタディ

fg.) Model Study 01 fg.) Model Study 02 fg.) Model Study 03 fg.) Model Study 04

fg.) Model photo (Scale=1/50) / 模型写真 縮尺 1/50・建築の全体イメージ

fg.) Piloti (Model photo Scale=1/50) / ピロティ　模型写真 縮尺 1/50・森の木々と一体化する風景
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fg.) Study (Model photo Scale=1/50) / 模型の俯瞰と思考

fg.) Piloti  (Model photo Scale=1/50) / ピロティ空間（模型写真 縮尺 1/50）・＂柱の森＂は生物のステージとして展開される fg.)Cafeteria - Entrance  (Model photo Scale=1/50) / 茶廊空間から入り口を見る（模型写真 縮尺 1/50）・季節の移ろいを空間として取り込む fg.) Entarance - Cafeteria  (Model photo Scale=1/50) / エントランスから茶廊空間を見る（模型写真 縮尺 1/50）・森に向かって拡張する空間 fg.) Moon and Architecture  (Model photo Scale=1/50) / 月と建築を見る（模型写真 縮尺 1/50）・茶廊の向こう側に三日月を見る

＂ 生 き る 自 然 ＂ に 消 え る 建 築

柱の一本一本には風景を透過する空隙があり、柱は森の中に消えるように溶け込んでゆく

見る角度や光の具合、またあるいは人々の歩行の速度に伴ってリズミカルにその表情を変化させる

建 築 は ＂ 生 き る 自 然 ＂ と 共 に 変 化 し 続 け る

夏の新緑の深い緑、秋の紅葉に染まる葉たち、冬は枯れ木と青い空、というように四季のうつろいを空間に反映する

変化し続ける世界と建築がつながり、建築と「生きる自然」は本質的な意味でひとつになる

＂ 陰 影 ＂ に よ り 研 ぎ 澄 ま さ れ る 身 体 感 覚

人間の背丈ほどのちいさな入口から、おおきな茶廊空間へと、平面的・断面的に徐々に拡大しながら空間が展開する

人々は太陽の光のあたたかさや、陰影によって研ぎ澄まされる身体感覚をこの建築を介して経験する

闇 に 浮 か び 上 が る ＂ 灯 篭 ＂ の よ う な 建 築

内部から漏れる照明が森の中の闇に浮かび上がり、既存のプロムナードを照らすことで人々に認識されてゆく

森に浮かび上がる灯篭の向こう側に見える月は、いつもよりも少し、美しく見えるかもしれない


